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一 般 質 問

議
員  

公
民
連
携
と
は
、
行

政
と
民
間
が
相
互
に
連
携
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、
行
政
改
革
の
推
進
、

民
間
の
利
益
拡
大
に
加
え
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
、
地
域

活
性
化
を
目
指
す
取
組
と
言
え

る
の
で
は
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
互

い
に
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
市
民
や

地
域
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
と
な

り
得
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
同

時
に
全
て
の
主
体
に
メ
リ
ッ
ト

が
な
く
て
は
、
公
民
連
携
の
持

続
性
は
担
保
さ
れ
な
い
の
で
は

な
い
か
。
公
民
連
携
に
つ
い
て

の
所
見
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
及

び
成
果
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

市
長　
行
政
と
民
間
事
業
者

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
見
や
資

源
、
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
連

携
・
協
力
し
、公
共
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
及
び
質
の
向
上
、
財
政
の

効
率
化
や
地
域
課
題
の
解
決
を

図
っ
て
い
く
取
組
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
人
口
減
や
少
子

高
齢
化
の
進
行
に
加
え
、
市
民

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
高
度
化
が

進
む
中
に
あ
っ
て
は
、
行
政
の

み
で
全
て
の
課
題
に
対
応
す
る

こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。
民
間

の
柔
軟
な
発
想
力
や
専
門
性
、

機
動
力
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
重
要
に
な
る
と
捉
え
て
い

る
。
公
民
連
携
に
よ
る
行
政
側

の
メ
リ
ッ
ト
は
、
民
間
資
金
の

活
用
に
よ
り
、
自
治
体
の
初
期

投
資
や
財
政
負
担
を
抑
え
ら
れ

る
ほ
か
、
行
政
に
は
な
い
民
間

の
専
門
的
な
知
識
や
技
術
、
経

営
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
活
用
、
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
よ
る
住

民
満
足
度
の
向
上
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
一
方
、
企
業
側
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
自
治
体
の
契
約
に

基
づ
く
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

安
定
し
た
収
益
が
期
待
で
き
る

ほ
か
、
企
業
の
社
会
的
信
用
度

の
向
上
、
地
域
課
題
の
解
決
や

地
方
創
生
に
直
接
関
与
す
る
こ

と
に
よ
る
地
域
貢
献
や
、
地
方

創
生
へ
の
寄
与
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
ま
で
も
公
民
連
携

に
よ
る
取
組
を
進
め
て
き
た

が
、
特
に
も
大
震
災
か
ら
の
復

興
に
お
い
て
は
、
多
く
の
企
業

や
団
体
と
連
携
し
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
や
課
題
の
解
消
に
向

け
、
取
組
を
進
め
て
き
た
。
事

例
は
、
飲
食
店
街
の
再
建
に
向

け
た
市
有
地
活
用
事
業
だ
。
民

間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し「
釜
石
漁
火
酒
場
か
ま
り
ば
」

を
整
備
し
、
現
在
も
運
営
し
て

い
る
。
ま
た
、
被
災
し
た
事
業

者
が
再
建
す
る
た
め
に
整
備
し

た
「
タ
ウ
ン
ポ
ー
ト
大
町
」
や

「
う
の
ポ
ー
ト
」
は
、釜
石
ま
ち

づ
く
り
株
式
会
社
が
整
備
・
運

営
主
体
で
あ
り
、
公
民
連
携
に

よ
っ
て
取
り
組
ん
だ
事
例
と
な

っ
て
い
る
。

公
民
連
携
に
つ
い
て
の
所
見
と
取
組
を
伺
う

官
民
共
創
に
よ
る
取
組
を
一
層
推
進
し
た
い

公民連携で整備した
「釜石漁火酒場かまりば」

質 問 項 目

山 﨑 長 栄
（公明党）

・公民連携について
・自治体間競争につい
て
・地震火災の防止につ
いて

（文責本人）

山﨑議員の
動画はこちら


